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□ 検討方針

① 前回マスタープランにおける幹線
道路ネ ト ク計画の評価

＜前回幹線道路網ネットワーク＞
（Ｈ15検討、Ｈ21評価による見直し）

道路ネットワーク計画の評価
・幹線道路網計画の見直しに際し、前回マスタープランにお
ける幹線道路ネットワーク計画における将来交通需要をシ
ミュレーションにより過不足を評価・検証。

①前回幹線道路ネットワーク計画の評価
・現況、Ｈ32、Ｈ42推計結果に基づく課題の抽出

②ＰＴ調査や道路交通センサスからみた交
通需要動向

・ＰＴ調査や道路交通センサスに基づき、現況及び将来交通
需要の動向を確認・整理し、道路交通課題を抽出。

②ＰＴ調査や道路交通センサスからみた交通需要動向
・現況交通課題の再整理、将来課題の想定

③ 幹線道路ネットワークの課題抽出
・交通体系整備の方針や幹線道路網計画の観点から前回
幹線道路ネットワークにおける不足の洗い出しなど、課題を
抽出するとともに、混雑等が発生する区間に対してその対応
方針としての整備候補路線を検討。

③幹線道路ネットワークの課題抽出
・交通体系整備の方針、幹線道路網計画の観点からの課題抽出
・混雑等の発生する区間の抽出及び対応方針（整備路線）検討

方針としての整備候補路線を検討。

④ 幹線道路ネットワークの課題を解決す
るネットワークの検証
・③で検討した路線について、各市町の意向を踏まえつつ、
そ 整備 る効果を代表的な「施策 標（指標 標水

④幹線道路ネットワークの課題を解決する
ネットワークの検証
・各市町の意向を踏まえた新規路線整備による効果検証

その整備による効果を代表的な「施策目標（指標・目標水
準）」から評価し、新たに追加すべきネットワークを提案。

⑤ 見直しにおける幹線道路ネットワーク
案の評価

各市町の意向を踏まえた新規路線整備による効果検証

⑤見直しにおける幹線道路ネットワーク案の評価
・施策目標（指標・目標水準）の評価、ネットワーク案における渋滞

・ 「施策目標（指標・目標水準）」から評価し、幹線道路ネット

ワーク案を検証。幹線道路ネットワークの整備だけでは解決
できない問題・課題等を抽出し、関連する周辺未整備都市計
画道路等を抽出し、その対応方針を検討。

施策目標（指標 目標水準）の評価、ネットワ ク案における渋滞
箇所の解消等に寄与する未整備路線等の抽出

見直し幹線道路ネットワーク（案）
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（１）見直し幹線道路ネットワークの検討

①前回幹線道路ネットワーク計画の評価

1) 幹線道路ネットワークの考え方

・県西部地域には、東名高速道路や西湘バイパス、小田原
厚木道路などの東西方向の自動車専用道路が配置され 御殿場

東京
横浜

東名高速道路

[10]第二東名自動車道

[11
]厚

木秦野道路国道246号 山北
秦野駅南口

（仮）
渋沢IC

甲府
丹沢湖

津久井
相模湖

（仮）秦野IC

[14]（仮）国道246号ﾊﾞｲﾊﾟｽ（松田町ﾙｰﾄ） [19]秦野大井線バイパス

松田
[27]砂口南が丘線厚木道路などの東西方向の自動車専用道路が配置され

ている。また、富士箱根伊豆広域交流圏の形成や、連携
軸の形成に資するため、既往の自動車専用道路ネット
ワークに連絡するネットワーク形成やインターチェンジア
クセス道路の整備を推進する。
幹線道路網は 小田原駅を中心とした放射環状型の道路

平塚

御殿場

酒
匂
川

国
道

138号

国
道
２
５
５
号

南足柄

開成

大井
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[17]（仮）
渋沢中井線

[21]（仮）酒匂
　　縦貫道路

[22]
(仮)
酒
匂
右
岸
幹
線

[24]和田河原開成大井線

[15]（仮）小田原駅西口ｱｸｾｽ道路

[16]（仮）湘南丘陵幹線

[23](仮)山北開成小田原線
[28]平塚松田線
　　 比奈窪バイパス

・幹線道路網は、小田原駅を中心とした放射環状型の道路
網、足柄平野南北方向の酒匂連携軸の形成に資するラ
ダー型の道路網、拠点間を連絡する道路網の３つにより
形成する。

静岡
沼津

東京
横浜

小田原厚木道路

西湘バイパス
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[20]（仮）小田原
環状道路

小田原

箱根湯本宮ノ下元箱根

仙石原

小田原駅
西口

[12]小田原
箱根道路

2) 幹線道路網計画基本方針

・広域交流・地域内連携を支援する道路やインターチェンジ
アクセス道路の整備推進

・県西部地域の骨格を形成する 放射環状型・ラダ 型・拠

真
鶴
道
路

熱
海

湯
河

原ﾊﾟ-ｸｳｪｲ

真鶴

湯河原

国
道

１
３
５
号

伊豆
下田

[13]西湘バイパスの延伸

●その他のプロジェクト
・[29]リダンダンシー確保に資する道路の整備　
　　　（緊急交通路線・緊急輸送路線の整備）
・[30]渋滞交差点の改良
・[31]信号制御の高度化
・[32]事故危険箇所の解消
・[33]混雑緩和・速度向上による環境負荷の低減
・[34]自然環境や生態系に配慮した計画づくりと

事業実施・県西部地域の骨格を形成する、放射環状型・ラダー型・拠
点間連絡型の道路網整備の推進
・防災ネットワーク形成の推進
・ボトルネック対策の推進（渋滞交差点の改良）
・交通事故を削減する部分改良、バイパス整備の推進
自然環境保全 支援

伊豆
下田

市街地・
観光拠点

幹線道路網

海
ビ
ー
チ
ラ
イ
ン

湯河原

　主要幹線道路

〃 （構想※）

　　事業実施

　高速自動車国道・
　その他の有料道路

・自然環境保全の支援
　幹線道路

観光拠点

主要幹線道路：広域交流圏、連携軸を形成する道路等で、かながわ交通計画における一般幹線道路と整合
幹線道路：県西地域の骨格を形成する道路等で、主要幹線道路を補完する道路
構想：現道が無く、都市計画決定されていない道路であるが、既往計画等で整備が検討されている道路

　　　〃　　　　（構想※）

　　　　〃　　　　（構想※）

　（H15時点供用済）

　高速自動車国道・
　その他の有料道路
　（H15時点未供用）
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幹線道路ネットワーク概念図 (H21更新版)

※図中の[数字]は県西地域総合都市交通体系マスタープラン評価資料　プロジェクトリストに対応



3) 前回幹線道路ネットワークにおける評価

・道路網の整備により小田原市中心部をはじめ道路混雑は緩和されるものの、国道135号の一部区間等では
依然として混雑が残る評価となっている
⇒「総合都市交通体系の基本的考え方」、「交通体系整備の方針」を目指すため、平成21年度マスタープランの評

価報告書を踏まえ、混雑の解消をはじめとした県西部地域の道路交通課題を検証した

現況（Ｈ21） 将来（Ｈ32） 将来（Ｈ42）

4

（資料）「平成２１年度 県西地域総合都市交通体系マスタープラン評価 報告書」より抜粋。



1)現況の道路混雑状況等

②ＰＴ調査や道路交通センサスからみた交通需要動向

・平日では 国道255号や小田原山北線をはじめ 小田原市 南足柄市 開成町 大井町の市街地を中心に・平日では、国道255号や小田原山北線をはじめ、小田原市、南足柄市、開成町、大井町の市街地を中心に
混雑時旅行速度が20㎞/hを下回り混雑している

・混雑度をみると上記の路線のほか、国道135号（特に、湯河原町周辺等）において混雑度が高い

＜主要幹線道路の混雑状況（旅行速度）【平日】＞ ＜主要幹線道路の混雑度【平日】＞要幹線道路 混雑状況（旅行速度）【平 】
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出典）平成22年「道路交通センサス」



・休日については、国道135号や西湘バイパスや箱根新道等では平日よりも休日の方が交通量が多く、混雑している
・特に、平日でも混雑度が高い国道１３５号に着目すると、混雑度が1.75を上回り慢性的な渋滞が発生している区間

もみられるもみられる

＜国道135号沿線の混雑度【休日】＞＜主要幹線道路の平休比＞

小田原駅

（参考）真鶴道路の日別交通量をみると
土日祝日等に交通が集中

16,000

18,000

20,000
1日通行台数（台/日）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

日平均：
     10,290台

0
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

※神奈川県道路公社資料に基づき整理。

＜H22　２４時間交通量（台／日）＞

0         5,000      10,000     20,000    30,000     40,,000

＜H22　混雑度＞

　　　　　　　　　　１．００未満

　　　　　　　　　　１．００以上 １．２５未満

　　　　　　　　　　１．２５以上 １．５０未満

　　　　　　　　　　１．５０以上 １．７５未満
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出典）平成22年「道路交通センサス」

　　　　　　　　　　１．７５以上

　　　　　　　　　調査対象外区間

※休日の混雑度は、休日の交通量を平日の交通容量で除して算定。

熱海駅



2)将来交通需要の見通し

＜発生集中交通量（全手段全目的合計：人ベース）＞
1,634

1,384
1 400
1,600
1,800

都市圏全体
（千人トリップ）

※現在の交通手段利用動向がそのまま継続し、交通サービス水準は、
現行の鉄道・ バスサービスが維持、道路整備が着実に進む前提で
予測したもの、以降、同様。

＜発生集中交通量（全手段全目的合計：人ベ ス）＞

○人口減少傾向を受け、県西部地域全体の発生集中
交通量は、１５％の減少見込み（人口は１４％減でありほぼ同様）

200
400
600
800

1,000
1,200
1,400 －１５％

＜目的構成＞ ＜手段構成＞

○自動車分担率が増加すると予測され、自
車依存傾向 変わ な

0
H20 H42

○私事目的（自宅－私事、その他私事） が高まり、
身近な移動 自動車 が高ま 能性 動車依存傾向は変わらない

15%
13%

6%
5%

3%
3%

16%
20%

5%
4%

12%
14%

41%
41%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H20
H42小

田

原
市

(川 東
）
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自宅－通勤 自宅－通学 自宅－業務 自宅－私事

勤務・業務 その他私事 帰宅 不明
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（資料）東京都市圏パーソントリップ調査に基づき整理。
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○県西部地域全体では５％の減少見込み
○地域別にみると、小田原市（川西）、箱根町を発着する台数が増加。また、

他 成 流 も増 傾向 部 を す

3)自動車OD（台ベース）の変化（将来見通し）

32.8 30.6

16.5
15.7
4.3

3.9

60

80

100

120

（万台トリップエンド）
県西地域全体

100.5
95.4

－５％

－５％

－７％

＋11％

上記の他、開成町では地域内流動も増加傾向。県西部地域を通過する交通
も増加

○南北方向等の地域間では減少している区間が多い
⇒自動車交通流動の質的変化に対応した幹線道路ネットワークの見直しが必要

47.3 44.8
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各地域内々 その他県西地域内々
県西地域内外 県西地域外々（通過交通）

－７％

－５％

■計画基本ゾーン別発生集中量（台ベース） ■地域間交通量（台ベース）
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（台トリップエンド）
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山北町
（台トリップエンド）

山北町 厚木市

東京都
秦野市

伊勢原市

愛川町

清川村

県央都市圏域

250,000

300,000

中井町
（台トリップエンド）

56,537 51,819

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H20 H42

－８％

39,502 31,140

0

50,000

100,000

H20 H42

－２１％

150 000

200,000

250,000

300,000

開成町
（台トリップエンド）

33,380 27,032

0

50,000

100,000

H20 H42

－１９％

南足柄市

大井町開成町

山北町 松田町 厚木市

横浜・川崎

三浦半島都市圏域

平塚市

秦野市

藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町

御殿場市・

小山町

開成町 大井町

大磯町

中井町

217 346 211 316250,000

300,000

小田原市（川東）
（台トリップエンド）

44,467 40,998

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H20 H42

－８％

46,685 43,398

0

50,000

100,000

150,000

H20 H42

－７％

200 000

250,000

300,000

南足柄市
（台トリップエンド）

箱根町

二宮町

その他

静岡県内

小田原市

川東

小田原市

川西

217,346 211,316

0

50,000

100,000

150,000

200,000

,

H20 H42

－２％

239,157 244,497
250,000

300,000

小田原市（川西）
（台トリップエンド）

250,000

300,000

箱根町
（台トリップエンド）

110,425
95,666

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H20 H42

－１３％

真鶴町
湯河原

町

H42自動車台数（台トリップ）

＜地域間トリップ＞ ＜地域内トリップ＞
H20に対する伸び

0 80未満

熱海市・伊東市等伊豆市・伊豆の国市等

沼津市・

三島市等

静岡以西

0

50,000

100,000

150,000

200,000

,

H20 H42

＋２％

300,000

真鶴町
（台トリップエンド）

300,000

湯河原町
（台トリップエンド）

77,502 79,124

0

50,000

100,000

150,000

200,000

,

H20 H42

＋２％

（資料）東京都市圏パーソントリップ調査に基づき整理。 8

＜地域間トリップ＞ ＜地域内トリップ＞

※1,000台トリップ以上の区間のみ表示

0.80未満

0.80-0.90

0.90-0.97

0.97-1.00

1.00-1.03

1.03-1.10

1.10-1.20

1.20以上

1,000    2,000   5,000   10,000

5,000
10,000
20,000
40,000

0

(単位：台トリップ）

40,000以上

21,355 19,428

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H20 H42

－９％

79,575 66,783

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H20 H42

－１６％



③幹線道路ネットワークの課題抽出

●交通体系整備の方針に基づき、各基本方針の方向性に対応した幹線道路ネットワークの構築が必要

交流・活力を促進する交通の実現

広域交流・地域内連携促進の基盤づくり 観光を支援する交通環境づくり広域交流・地域内連携促進の基盤づくり

・都市圏内外、外内交通を担う幹線道路網の強化
や地域の拠点間を連絡する幹線道路網の強化に
つながる道路網の構築が求められる

観光を支援する交通環境づくり

・観光地へのアクセス性や観光地内の移動環境
の向上、さらに都市圏外を含む観光地間の回遊
性向上に資する幹線道路網の構築が求められるつながる道路網の構築が求められる

＜例：広域交流促進のイメージ＞
→幹線道路網の整備により、

広域拠点からのアクセス圏域が拡大 等

性向上に資する幹線道路網の構築が求められる

＜例：観光交流促進のイメージ＞
→幹線道路網の整備により、

観光地からのアクセス圏域が拡大 等

9



③幹線道路ネットワークの課題抽出

●交通体系整備の方針に基づき、各基本方針の方向性に対応した幹線道路ネットワークの構築が必要

安全・安心な交通の実現

災害発生時 お も 健性 高 幹線道路ネ クを構築する か 複数 代替路を確保する と・災害発生時においても頑健性の高い幹線道路ネットワークを構築するほか、複数の代替路を確保すること
で迅速な対応が可能となるよう、リダンダンシーの確保が求められる

＜例：国道135号におけるリダンダンシー確保に関する課題＞

○真鶴・湯河原・熱海方面への代替路線は遠回り
→県西地域の通過交通となるような広域的な流動において、

代替路線は遠回りをせざるをえない

○津波対策のためには現道のままでは困難
→国道１３５号（現道）の一部区間は津波により浸水する

危険性が指摘
→災害発生時等へ対応するため 経路の安全性・安定性→災害発生時等へ対応するため、経路の安全性・安定性

を確保することが必要

■小田原市石橋付近

大きく
■湯河原町吉浜付近迂回 ■湯河原町吉浜付近

10

○最大津波高さ：5.7ｍ
○最大浸水深：5.00ｍ未満

○最大津波高さ：4.8ｍ
○最大浸水深：4.00ｍ未満



③幹線道路ネットワークの課題抽出

●交通体系整備の方針に基づき、各基本方針の方向性に対応した幹線道路ネットワークの構築が必要

安全・安心な交通の実現

災害発生時 お も 健性 高 幹線道路ネ クを構築する か 複数 代替路を確保する と・災害発生時においても頑健性の高い幹線道路ネットワークを構築するほか、複数の代替路を確保すること
で迅速な対応が可能となるよう、リダンダンシーの確保が求められる

＜例：国道135号におけるリダンダンシー確保に関する課題＞

○国道１３５号については、沿線の集落に限らず道路自体も
土砂災害警戒区域に指定
→真鶴・湯河原・熱海・伊豆方面への観光ルートにおいて重要な路線で

ある国道１３５号は 道路自体も危険性が指摘ある国道１３５号は、道路自体も危険性が指摘
災害発生時等へ対応するため、経路の安全性・安定性を確保すること
が必要

大きく
迂回

11（資料）小田原市土砂災害ハザードマップより



○一部の拠点間において道路混雑が残る

【前回幹線道路ネットワークにおける主な課題】

（同一方向へ向かう複数の路線の断面でみた場合に、混雑度が1.25以上となり、断面で容量不足が発生していると想定）
※混雑度1.25以下であれば住民の多くは許容している（P13参照）

○インターチェンジへのアクセス性の向上、リダンダンシーの確保等の観点から、道路
整備等の対応の検討が必要整備等の対応の検討が必要
→新たな道路網の検討等が必要

○県西部地域の北側については、新東名高速道路及びＩＣが
整備されれば 高速道路インターチェンジから離れたアクセス整備されれば、高速道路インタ チェンジから離れたアクセス
性の低い地域の利便性が向上する
⇒観光振興への寄与や工業団地等企業の活性化、救急
医療体制の充実、災害時の代替路の確保、定住対策

など新たなまちづくりの創出、リダンダンシーの観点か
ら高速道路へのアクセス性を高める施策が必要

○小田原市北部から中心部へ流入する国道255
号や県道小田原山北線、県道怒田開成小田原
線等の混雑度が高く、容量不足が発生
⇒幹線道路網の構築及び都市計画道路整備等
を進めながらが対応していくことが必要

凡　　例

　　　　 高速道路・自動車専用道

　　　　 一般国道

　　　　 主要地方道

　　　　 一般県道

○小田原市早川～根府川間をはじめ、国道135号
の混雑度が高く、西湘バイパスを含めても容量
不足が発生（特に、休日）
⇒混雑度が高く、かつ代替する幹線路線がな

○県西部地域最大の観光拠点である箱
根町へアクセスするルートが少ない

⇒県西部地域の特徴でもある観光の
促進、災害時対応として、複数
ルートの確保が必要

進 な 対応し 必要

○湯河原町内及び 湯河原町～熱海方面

混雑度 代
いことから、課題へ対応した道路整備が必要

○国道１３５号の一部区間は、津波浸水区域や土砂災害警
戒区域等に位置しているほか、大雨時における通行規制に
よる孤立の可能性が懸念される

12

○湯河原町内及び、湯河原町～熱海方面
の断面で混雑度が高い（国道135号）
⇒地域内の円滑な流動促進だけでなく、広域

交流を高める道路整備が必要

（資料）首都圏渋滞ボトルネック対策協議会の平成24年度主要渋滞箇所

よる孤立の可能性が懸念される
⇒道路混雑への対応に限らず、リダンダンシーの確保
の観点からも道路整備等の対応が必要



（参考）住民意識調査結果からみた道路混雑状況に対する意識

●住民は道路混雑状況は重要と考えているが 朝夕の時間帯のみの混雑 渋滞（混雑度1 25に相

・自動車利用者は、現状の道路状況について約8割の方が満足しているが、道路混雑状況については、約8割の

●住民は道路混雑状況は重要と考えているが、朝夕の時間帯のみの混雑、渋滞（混雑度1.25に相
当）であれば過半数は許容している

方が重要と考えている
・朝夕の特定時間帯のみ混雑・渋滞（混雑度でいうと1.25以下）することに対して、住民は約6割が満足している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 30% 45% 21% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 32% 52% 14% 2%

あまり混雑・渋滞していない（信号で

停車する程度）

朝夕や特定の時間帯のみ混雑・渋滞

している

51%

7%

47%

56%

1%

36%

0%

2%

あまり混雑・渋滞していない（信号で

停車する程度）

朝夕や特定の時間帯のみ混雑・渋滞

している

30%

43%

54%

43%

14%

14%

2%

0%
している

朝夕や特定の時間帯と、その前後１

～２時間程度は混雑・渋滞している

朝から夕方までいつも混雑・渋滞して

いる

0%

0%

16%

0%

66%

43%

18%

57%

している

朝夕や特定の時間帯と、その前後１

～２時間程度は混雑・渋滞している

朝から夕方までいつも混雑・渋滞して

いる

30%

43%

54%

43%

14%

14%

2%

0%
いる

満足 やや満足 やや不満 不満

図 満足度傾向（住民） 図 重要度傾向（住民）

いる

重要 やや重要 それほど重要でない 重要でない

13

民



【前回幹線道路ネットワークにおける主な課題への対応方策】

東京
横浜

東名高速道路

新東名高速道路

国道246号 山北駅 （仮）

甲府
丹沢湖

津久井
相模湖

（仮）秦野IC

秦野大井線バイパス

松田・新松田駅

【追加】（仮）山北スマートＩＣ

（仮）秦野スマートIC

○県西部地域の北側については、新東名高速道路及びＩＣが整
備されれば、高速道路インターチェンジから離れたアクセス性
の低い地域の利便性が向上する

⇒観光振興への寄与や工業団地等企業の活性化、救急医療
体制の充実、災害時の代替路の確保、定住対策など新たな

平塚

御殿場

酒
匂

厚木秦野道路
国道246号

大雄山駅
周辺

開成駅
周辺

山北駅
周辺

大井町
役場周辺 中井町

役場周辺
御殿場

秦野駅周辺
（仮）
渋沢IC

（仮）
渋沢中井線

（仮）酒匂
　　縦貫道路

(仮)酒匂右岸幹線

和田河原開成大井線

（仮）湘南丘陵幹線

松田 新松田駅
周辺

【追加】南箱道路

大井松田
ＩＣ

秦野中井ＩＣ

体制 充実、災害時 代替路 確保、定住対策な 新たな
まちづくりの創出の観点から高速道路へのアクセス性を高め
る施策が必要
【想定路線】スマートＩＣの整備等

○県西部地域最大の観光拠点であ
る箱根町へアクセスするルートが少
ない
⇒県西部地域の特徴でもある観光

の促進 災害時対応として 複数

東京

川

小田原厚木道路箱
根

・芦
ノ

湖
ｽ

ｶ
ｲ
ﾗ
ｲ
ﾝ

（仮）小田原環状道路
国

道
138号

国
道
２
５
５
号

箱根湯本駅
周辺

宮ノ下
元箱根

仙石原

小田原駅
周辺

縦貫道路
和田河原開成大井線

(仮)山北開成小田原線
平塚松田線比奈窪
バイパス

二宮
ＩＣ小田原

東ＩＣ

沼田成田線

小田原山北線

小田原中井線

の促進、災害時対応として、複数
ルートの確保が必要
【想定路線】南箱道路 等

静岡
沼津

東京
横浜

西湘バイパス

湯
河

原ﾊﾟ-ｸｳｪｲ

箱根ﾀｰﾝﾊﾟｲｸ

箱根新道

国
道

１
３
５
号

小田原
箱根道路

【区間追加】
西湘バイパスの延伸 等

●その他のプロジェクト

西湘二宮
ＩＣ

橘ＩＣ国府津ＩＣ小田原ＩＣ 酒匂ＩＣ

真
鶴
道
路

熱
海
ビ
ー
チ
ラ

湯河原駅
周辺

伊豆
下田

●その他のプ ジェクト
・リダンダンシー確保に資する道路の整備　　　
　（緊急交通路線・緊急輸送路線の整備）
・渋滞交差点の改良
・信号制御の高度化
・事故危険箇所の解消
・混雑緩和・速度向上による環境負荷の低減
・自然環境や生態系に配慮した計画づくりと　　
　事業実施

真鶴駅
周辺○湯河原町内及び、湯河原町～熱海方面

の断面で混雑度が高い（国道135号）
⇒地域内の円滑な流動促進だけでなく、広域

交流を高める道路整備が必要

○小田原市早川～根府川間をはじめ、国道135号の混雑度が
高く、西湘バイパスを含めても容量不足が発生
⇒混雑度が高く、かつ代替する幹線路線がないことから、

交通容量の拡大に向けた道路整備が必要

伊豆
下田

ラ
イ
ン

交流を高める道路整備が必要
【想定路線】西湘バイパスの延伸 等

【想定路線】西湘バイパスの延伸 等

⇒次の路線を幹線道路ネットワークに追加した中で、効果・課題等を検証する。
【追加路線】

14
【追加路線】

・南箱道路（南足柄市～箱根町）、（仮）山北スマートICの整備、西湘バイパスの延伸 等



○ 前回の交通マスタープラン（平成16年3月）では、マスタープランの推進に向けて11施策目標を
掲げており 平成21年度に評価を行っている 今回 最新の交通需要動向 交通施策導入動向

④幹線道路ネットワークの課題を解決するネットワークの検証

掲げており、平成21年度に評価を行っている。今回、最新の交通需要動向、交通施策導入動向
を踏まえ、幹線道路関連の１３の評価指標を算定・評価する

施策目標

指　標 目標水準

インターチェンジ
アクセス時間の短縮

ICアクセス
15分圏の拡大

拠点間所要時間
の短縮

拠点間１５分圏
の拡大

広域交流拠点への
アクセス時間の短縮

小田原駅アクセス
30分圏の拡大

主要断面の混雑緩和・
都市圏混雑度の低減

混雑度1.25未満の区間の増加、
混雑度1.5以上の区間の解消

ボトルネック(交差点等)の解消
渋滞が著しい
地点の解消

の短縮 の拡大

休 幹線道路
平休比が１を超え、かつ、

主要駅のバリアフリー化
乗降客数5,000人以上の
全13駅のバリアフリー化

休日の幹線道路
混雑の緩和

平休比が１を超え、かつ、
休日混雑度が1.25を超える

区間の混雑緩和

主要観光拠点へのアクセス
時間の短縮

箱根湯本まで30分圏
の拡大

公共交通による
カバー圏人口の維持

DID内公共交通カバー圏人口
92％（現況）の維持

交通事故の削減 事故危険箇所の解消

市街地内の自転車通行可能
区間の密度向上、市街地内の

歩道設置密度の向上

道路整備によるゆとりある
幅員の道路整備率向上

交通事故の削減 事故危険箇所の解消

災害拠点病院までの
アクセス時間の短縮

災害拠点病院まで
３０分圏の拡大

緊急交通路線・緊急輸送路線
の整備・改良

緊急交通路線・緊急輸送路線
指定道路の十分な有効幅員

確保と整備促進
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自動車依存度の緩和
自動車分担率の増加抑制
自動車走行台キロの低減

二酸化炭素排出量の削減
渋滞緩和・旅行速度向上等

による排出量削減

※黄色が幹線道路関連指標



交流・活力を促進する交通の実現 広域交流・地域内連携促進の基盤づくり

○広域交流拠点へのアク
セス時間の短縮

⇒小田原駅アクセス30分
圏の拡大

○インターチェンジアクセス
時間の短縮

⇒ ＩＣアクセス15分圏の拡大

⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で約81% ⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で約57％

＜指標＞ ＜目標水準＞ ＜指標＞ ＜目標水準＞

圏域が拡大すると想定される
⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で約57％

圏域が拡大すると想定される

山北スマートＩＣの
整備によりＩＣアクセス

南箱道路

整備
15分圏域が拡大

西湘バイパスの延伸

西湘バイパスの延伸

追加した幹線道路 追加した幹線道路
広域交流拠点30分圏域の拡大

最寄インターチェンジ15分圏域の拡大

1.00

1.79 1.81

0.5

1.0

1.5

2.0

積
比

（
現

況
を

1
と

し
た

場
合

）

H25現況
（将来H42）

前回NW
（将来H42）
幹線道路追加

面積（km
2
） 98.3 176.5 178.1

現況を
1とする比

1.00 1.79 1.81

都市圏全体
(635km2)

に対する比
15.5% 27.8% 28.0%

広域交流拠点
（30分圏）

H25現況
（将来H42）

前回NW
（将来H42）
幹線道路追加

面積（km2） 123.2 170.3 193.8

現況を
1とする比

1.00 1.38 1.57

都市圏全体
(635km2)

に対する比
19.4% 26.8% 30.5%

最寄インター
チェンジ
（15分圏）

1.00

1.38
1.57

0.5

1.0

1.5

2.0

積
比
（
現
況
を
1と

し
た
場
合
）
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0.0

H25現況 （将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路追加

カ
バ

ー
面

積 に対する比

0.0

H25現況 （将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路追加

カ
バ
ー
面
積



交流・活力を促進する交通の実現 広域交流・地域内連携促進の基盤づくり

＜指標＞ ＜目標水準＞ ＜指標＞ ＜目標水準＞

○拠点間所要時間の短縮 ⇒拠点間15分以内の
拡大

○主要断面の混雑緩和、
都市圏混雑度の低減

⇒混雑度1.25未満の区間増加
及び1.5以上の区間解消

⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で約61％
圏域が拡大すると想定される

⇒H25現況よりも混雑度1.25未満の区間が増加
⇒混雑度1 5以上の区間は約７ポイント減少し改善される

＜指標＞ ＜目標水準＞ ＜指標＞ ＜目標水準＞

圏域が拡大すると想定される ⇒混雑度1.5以上の区間は約７ポイント減少し改善される
（混雑箇所も並行する幹線道路との断面でみると混雑度は1.5を下回る）

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

混雑度ランク

南箱道路

63.0%

72 4%

10.6%

8 7%

8.4%

5.4%

4.5%

13.0%H25現況

（将来H42）

1.00未満

1.00以上1.25未満

1.25以上1.50未満

西湘バイパスの延伸

72.4%

76.2%

8.7%

8.8%
3.4%

9.0%

7 9%

（将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路追加

1.50以上1.75未満

1.75以上

追加した幹線道路
地域拠点15分圏域の拡大

3.7%

7.9%幹線道路追加

来
（将来H42）

来
（将来H42）

道路延長（ｋｍ） 道路延長構成比（％）

混雑度ラ ク
地域拠点 分圏域 拡大

1.00

1.56 1.61

1.0

1.5

2.0

現
況

を
1
と

し
た
場

合
）

H25現況
（将来H42）

前回NW
（将来H42）
幹線道路追加

面積（km2） 127.2 198.6 204.9

現況を
1とする比

1.00 1.56 1.61

都市圏全体
(635km2)

に対する比
20.0% 31.3% 32.3%

地域拠点
（15分圏）

H25現況
（将来H42）

前回NW

（将来H42）
幹線道路

追加
H25現況

（将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路

追加

1.00未満 353.3 440.3 564.2 63.0% 72.4% 76.2%

1.00以上1.25未満 59.2 52.6 65.4 10.6% 8.7% 8.8%

1 25以上1 50未満 47 4 32 8 27 3 8 4% 5 4% 3 7%

混雑度ランク
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0.0

0.5

H25現況 （将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路追加

カ
バ

ー
面

積
比

（
現 に対する比 1.25以上1.50未満 47.4 32.8 27.3 8.4% 5.4% 3.7%

1.50以上1.75未満 28.2 27.4 25.1 5.0% 4.5% 3.4%
1.75以上 72.7 54.7 58.1 13.0% 9.0% 7.9%
合計 560.8 607.8 740.0 100.0% 100.0% 100.0%



交流・活力を促進する交通の実現 広域交流・地域内連携促進の基盤づくり

＜指標＞ ＜目標水準＞ ■区間
区間名 箇所名

根岸般国道255号

■単独箇所
箇所名

A 新松田駅入口

○ボトルネック交差点等の
解消

⇒渋滞が著しい地点の解消

⇒幹線道路網の整備とあわせて、交差点改良やTDM施策等の
実施による渋滞が著しい地点の解消が必要

根岸
大井松田インター前

②
栢山停車場塚原線
　（仮称）栢山駅前

（仮称）栢山駅前

飯泉入口
飯泉
成田南
飯泉入口
（仮称）扇町五丁目
三枚橋

⑤
一般国道１号

①

③
一般国道255号
　成田南～飯泉

一般国道255号
　大井松田インター前～根岸

怒田開成小田原線
　飯泉入口～（仮）扇町五丁目

④

A 新松田駅入口
B 足柄大橋東
C 吉田島
D 沼田
E 親木橋
F 山王橋
G （仮称）紀伊宮下バス停
H （仮称）真鶴駅前
I 吉浜橋

＜渋滞が著しい地点（H25現況）＞

混雑箇所 対策内容
混雑箇所

（走りやすさマップ）
対策内容 備考

H15マスタープラン策定時 H21年時点の評価

混雑箇所
（ボトルネック交差点）

H25現況評価
市町村 箇所

枚橋
（仮称）箱根湯本駅

⑤
般国道 号

　三枚橋

＜（参考）過年度の評価結果との対比＞

①

Ａ

B
C

山北町 国道246号向原交差点付近 ● バイパス事業実施中

松田町 神山交差点付近 ●
大井町 国道255号大井松田インター入口付近 ● ● ①

開成町 吉田島交差点付近 ● 交差点拡幅改良
混雑状況
変化なし

改良終了
混雑状況変化なし
（２号橋の開通で解
消が見込まれる）

● C

大井町 鬼柳入口交差点付近 ● 新設に伴う交差点整備 事業実施中

小田原市 栢山交差点付近 ● ● ②
小田原市 国道1号橘IC付近 ●

②

③

④

D

E

小田原市 国道1号橘IC付近 ●
小田原市 国道1号国府津IC付近 ● ● E
小田原市 打越跨線橋交差点付近（巡礼街道） ● 信号集中制御等高度化 混雑状況変化なし

小田原市 飯泉橋付近 ● 信号集中制御等高度化 混雑状況変化なし ● ③

小田原市 扇町五丁目交差点付近 ● ● ④
小田原市 小田原市役所付近 ● 信号集中制御等高度化 信号集中制御等高度化 混雑状況変化なし

小田原市 国道135号根府川付近 ●
右折レーン延伸
合流部の視認性改善

合流部事業中

小田原市 飯泉入口交差点付近 ● 信号集中制御等高度化 ● 信号集中制御等高度化 ● ③・④

⑤

F

G

小田原市 飯泉入口交差点付近 ● 信号集中制御等高度化 ● 信号集中制御等高度化 ● ③ ④

小田原市 国道1号石橋IC ●
ランプ合流部の
路面標示等変更

●

小田原市 国道1号東風祭付近 ● ● ● ⑤
箱根町 国道1号山崎IC ● ● ● ⑤
箱根町 国道1号箱根湯本駅前 ● ● ● ⑤
箱根町 国道1号宮ノ下 ● ● ● ⑤
小田原市 国道1号城東高校前 ●
小田原市 国道1号早川口 ●
小 原市 国道 号早川 ●

H

小田原市 国道135号早川 ●
小田原市 国道135号新早川橋 ●
小田原市 国道1号箱根口IC ● ● ⑤
箱根町 国道1号三枚橋 ● ● ⑤
松田町 新松田駅入口 ● A
大井町 足柄大橋東 ● B
南足柄市 沼田 ● D
小田原市 山王橋 ● F
小田原市 （仮称）紀伊宮下バス停 ● G

凡　　例

高速道路 自動車専用道

18（資料）首都圏渋滞ボトルネック対策協議会の平成24年度主要渋滞箇所

I

小田原市 （仮称）紀伊宮下バス停 ● G
真鶴町 （仮称）真鶴駅前 ● H
湯河原町 吉浜橋 ● I

　　　 高速道路・自動車専用道

　　　　 一般国道

　　　　 主要地方道

　　　　 一般県道



交流・活力を促進する交通の実現

＜指標＞ ＜目標水準＞

観光を支援する交通環境づくり

○休日の幹線道路混雑
の緩和

⇒平休比が１を超え、休日混雑度が
1.25を越える区間の混雑緩和

⇒幹線道路網の整備とあわせて、TDM施策等の実施による
休日の混雑緩和が必要

＜平休比が１を超え、かつ混雑度が1.25以上の区間＞
（平成２２年道路交通センサス一般交通量調査より）

＜（参考）過年度の評価結果との対比＞

H15
タ プ

H21
時点 評価

H25
評価

小田原市羽根尾５ ●

小田原市風祭９ ●
足柄下郡箱根町山崎37 ●

マスタープラン
策定時

（H11センサス）

時点の評価

（H17センサス）

現況評価

（H22センサス）

箇所・区間

足柄下郡箱根町山崎37 ●
足柄下郡箱根町湯本687 ●
（足柄下郡箱根町宮ノ下105） ●
小田原市石橋２ ● ● ●
足柄上郡山北町向原 ● ●
足柄上郡山北町山北 ●
足柄下郡湯河原町吉浜 ● ● ●足柄下郡湯河原町吉浜 ● ● ●

足柄上郡山北町透間 ●
山崎IC～箱根峠IC間 ● ●

国道1号（箱根新道） 国道135号
（小田原市早川口～根府川）
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国道135号
（湯河原町吉浜～熱海市境）



安全・安心な交通の実現

誰もが動きやすい交通環境づくり

交流・活力を促進する交通の実現

観光を支援する交通環境づくり

○市街地内の自転車通行
可能区間及び市街地内の
歩道設置密度の向上

⇒道路整備によるゆとり
ある幅員の道路整備率
向上

＜指標＞ ＜目標水準＞

○主要観光拠点へのアク
セス時間の短縮

⇒箱根湯本駅まで30分圏
域の拡大

⇒幹線道路網の整備により現況道路網比で２倍以上

＜指標＞ ＜目標水準＞

⇒幹線道路網の整備により、ゆとりある幅員の道路整備率は
向上する

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

道路密度（㎞／k㎡）

⇒幹線道路網の整備により現況道路網比で２倍以上
圏域が拡大すると想定される

両側歩道
（歩道部幅員

3.0ｍ以上）

0.77

0 .78

0.23

0.23

H21現況

H25現況

1.00

1.01

（73 .2％）

（73 .9％）

都市計画道路・構想路線 国・県道

南箱道路

1.14

1.14

0.23

0.23

（将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路追加

1.37

1.37

（100％）

（100％）
西湘バイパスの延伸

0.96 0.42

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

H21現況

道路密度（㎞／k㎡）

1.38 （73.1％）

都市計画道路・構想路線 国・県道

両側歩道
（歩道部幅員

2.0ｍ以上）

0.97

1.47

1 47

0.42

0.42

0 42

H25現況

（将来H42）
前回NW

（将来H42）

1.39

1.89

1 89

（73.6％）

（100％）

（100％）

追加した幹線道路
主要観光拠点30分圏域の拡大

2.07
2.32

1 5

2.0

2.5

3.0

を
1と

し
た

場
合
）

H25現況
（将来H42）

前回NW
（将来H42）
幹線道路追加

面積（km
2
） 81.4 168.7 189.0

現況を
1とする比

1.00 2.07 2.32

都市圏全体

主要観光拠点
（30分圏） 1.47 0.42

（将来 ）
幹線道路追加

1.89 （100％）
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1.00

0.0

0.5

1.0

1.5

H25現況 （将来H42）
前回NW

（将来H42）
幹線道路追加

カ
バ
ー

面
積
比

（
現
況 都市圏全体

(635km2)
に対する比

12.8% 26.6% 29.8%

（30分圏）



安全・安心な交通の実現

＜目標水準＞＜指標＞

安全・安心な交通環境づくり

○緊急交通路・緊急輸送路
の整備・改良

⇒緊急交通路・緊急輸送
路の有効幅員確保と整
備の推進

標標

＜緊急輸送路の指定・緊急交通路の指定想定路線＞

⇒指定路線の周辺道路網を活用しながら、負荷軽減を図り、
災害発生時に迅速な対応が可能となるようにしていくことが必要

＜（参考）過年度の評価結果との対比＞
（過年度評価において未整備となっていた区間 ）

大井松田IC

秦野中井IC
（仮）山北スマートIC

① 第二次路線
小田原大井線
（小田原市桑原～大井町西大井）

未整備 整備済
（一部概成済区間あり）

線

緊急輸送路指定
H21

時点の評価
H25

現況評価
路線名・区間

小田原東IC

二宮IC

国府津IC
橘IC

② 第二次路線
穴部国府津線
（小田原市高田～小田原市蓮正寺）

未整備 整備済
（一部概成済区間あり）

①

②

荻窪IC
小田原西IC

山崎IC
箱根口IC

石橋IC
早川IC

小田原IC
酒匂IC

国府津IC
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安全・安心な交通の実現 安全・安心な交通環境づくり

＜目標水準＞

安全・安心な交通の実現 安全・安心な交通環境づくり

＜指標＞

○交通事故の削減 ⇒事故危険箇所の解消

＜目標水準＞＜指標＞

⇒幹線道路網の整備に限らず、交差点改良等や路面標示の
変更等をはじめとした安全対策の推進が必要

＜交通事故危険対策箇所＞

変更等をはじめとした安全対策の推進が必要

Ｎｏ 区分 路線 住所・名称
1 単路 県道松田国府津線 松田町松田庶子
2 単路 国道255号 小田原市飯泉入口交差点
3 単路 県道怒田開成小田原線 小田原市扇町

①

⑥
⑦

28

29 

30

単路 県道怒田開成小田原線 小田原市扇町
4 交差点 県道沼田国府津線 小田原市堀之内交差点
5 単路 県道怒田開成小田原線 小田原市曽比
6 単路 県道怒田開成小田原線 開成町吉田島
7 単路 県道御殿場大井線 開成町宮台
8 単路 国道135号 小田原市米神52
9 単路 国道135号 小田原市米神481

③

④

⑤

⑥ 9 単路 国道135号 小田原市米神481
10 単路 国道135号 小田原市米神　片浦橋バス停付近
11 単路 県道湯河原箱根仙石原線 湯河原町宮上469
12 単路 県道湯河原箱根仙石原線 湯河原町宮上659
13 単路 県道湯河原箱根仙石原線 湯河原町宮上774
14 単路 県道湯河原箱根仙石原線 湯河原町宮上不動沢
15 単路 国道１号 箱根町箱根１

②

③

⑱
⑲

⑳21
22

23
24 25

26

27

15 単路 国道１号 箱根町箱根１
16 単路 国道１号 箱根町元箱根6
17 単路 県道湯本元箱根線 箱根町畑宿
18 交差点 国道１号 箱根町小涌谷
19 単路 国道１号 箱根町宮ノ下265
20 単路 国道１号 箱根町宮ノ下359
21 単路 国道138号 箱根町木賀1014⑧

⑨
⑩

⑮

⑯

⑰
21 単路 国道138号 箱根町木賀1014
22 単路 国道１号 箱根町大平台362
23 単路 国道１号 箱根町大平台
24 単路 国道１号 箱根町大平台常盤橋
25 単路 国道１号 箱根町塔之沢
26 単路 国道１号 箱根町湯本656
27 単路 国道１号 箱根町湯本698

22

⑪
⑫

⑬ ⑭

（資料）ＩＴＡＲＤＡデータ

凡　　例

　　　　 高速道路・自動車専用道

　　　　 一般国道

　　　　 主要地方道

　　　　 一般県道

27 単路 国道１号 箱根町湯本698
28 交差点 国道246号 松田町新籠場交差点
29 単路 国道246号 松田町松田惣領
30 交差点 国道246号 山北町川西清水橋交差点



安全・安心な交通の実現

安全・安心な交通環境づくり

環境にやさしい交通の実現

環境保全を支援する交通環境づくり

○災害拠点病院までのアク
セス時間の短縮

⇒災害拠点病院まで30分
以内の拡大

⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で約5割

○二酸化炭素排出量の
削減

⇒渋滞緩和・旅行速度向
上による排出量の削減

⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で６ ８％

＜指標＞ ＜目標水準＞＜指標＞ ＜目標水準＞

幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で約5割
圏域が拡大すると想定される

⇒幹線道路網の整備によりH25現況道路網比で６．８％
二酸化炭素排出量が削減すると想定される

⇒この減少要因として自動車交通量の減少（５％減）が大き
いと想定される

⇒また、この推計値では考慮していないが、今後の減少要因
としては、ハイブリット自動車、電気自動車等の普及が想定
される

圏域内のＣＯ2排出量
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環境にやさしい交通の実現

環境保全を支援する交通環境づくり環 援 環

○自動車依存度の緩和 ⇒自動車分担率の増加抑制又は自動車走行台キロの削減

・トレンド的に推移すると、都市圏全体で、自動車分担率は平成20年度の52％から平成42年には57％に５ポ

＜指標＞ ＜目標水準＞

イント上昇する。公共交通の持続的なサービスを確保するためには、可能な限り、自動車分担率の増加を抑
え、公共交通に転換を促すことが必要である
・また、低炭素なまちづくりを進める上では、都市圏の自動車交通量（自動車走行台キロ）を抑え、地球環境に
やさしい都市圏を目指すことが必要であるが、予測値では９％減となっている
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代表交通手段分担率の動向 自動車走行台キロの動向



■幹線道路ネットワークに関連する施策目標（指標・目標水準）の評価

総合都市

交通体系の

基本的な

交通体系

整備の

方針

＜施策目標＞ ＜予測結果＞

（ ：改善・向上、 ：悪化）

＜評価＞

課題及び対応方向性

指標 標水準 （ ） （将来）

※（）内は都市圏面積635k㎡に対する比率

考え方 指標 目標水準 Ｈ２５（現況） Ｈ４２（将来）

交流・活力

を促進する

交通の実現

広域交
流・地域
内連携促
進の基盤

広域交流拠点へのアクセス
時間の短縮

小田原駅アクセス30分圏の
拡大

98.3k㎡
（18.5％）

178.1
（28.0％）

○広域拠点やインターチェンジ
拠点間のアクセス性向上が見
られるが、依然として混雑度の
高い路線が残っている。インターチェンジアクセス時

間 短縮
ＩＣアクセス15分圏の拡大 123.2k㎡

（ ）
193.8k㎡
（ ）

進の基盤
づくり

高い路線が残っている。

⇒広域交流・地域内連携の促
進に向けて、幹線道路ネットワ
ークを補完する未整備都市計
画道路の整備や、ＴＤＭ施策
等の実施による公共交通への

間の短縮 （19.4％） （30.5％）

拠点間所要時間の短縮 拠点間15分圏の拡大 127.2k㎡
（20.0％）

204.9
（32.3％）

主要断面の混雑緩和、都市
圏混雑度の低減

混雑度1.25未満の区間増
加及び1 5以上の区間解消

1.25未満：74％
1 50以上：18％

1.25未満：85％
1 50以上：11％ 等の実施による公共交通への

転換促進等による対応が必要

圏混雑度の低減 加及び1.5以上の区間解消 1.50以上：18％ 1.50以上：11％

ボトルネック交差点等の解
消

渋滞が著しい地点の解消 － －

観光を支
援する

休日の幹線道路混雑の緩
和

平休比が1を超え、休日混
雑度が1.25超える区間の混

－ － ○休日についても混雑度の高
い路線が一部に残っている。

交通環境
づくり

雑緩和
⇒地域特性を踏まえ、まちづくり
と連携した施策展開やＴＤＭ
施策等による対応が必要

主要観光拠点へのアクセス
時間の短縮

箱根湯本まで1時間圏の
拡大

81.4k㎡
（12.8％）

189.0k㎡
（29.8％）

安全・安心な
交通の実現

誰もが動
きやすい

市街地内の自転車通行可
能区間及び市街地内の歩

道路整備によるゆとりある
幅員の道路整備率向上

幅員3.0ｍ：73.2%
幅員2 0ｍ：73 1 %

幅員3.0ｍ：100%
幅員2 0ｍ：100 %

○歩行者・自転車通行環境の
改善のほか 災害拠点病院へ交通の実現 きやすい

交通環境
づくり

能区間及び市街地内の歩
道設置密度の向上

幅員の道路整備率向上 幅員2.0ｍ：73.1 % 幅員2.0ｍ：100 % 改善のほか、災害拠点病院へ
のアクセス性は向上するが、
安全･安心な交通環境に向け
事故危険箇所の解消や災害
発生時に迅速に対応できる道
路網の構築が必要。

安全・安
心な

交通環境

交通事故の削減 事故危険箇所の解消 － －

緊急交通路・緊急輸送路の 緊急交通路・緊急輸送路の － －
⇒事故危険箇所における対策
と合わせてまちづくり交通計画
やＴＤＭ施策等と連携した対
応が必要

交通環境
づくり

緊急交通路 緊急輸送路の
整備・改良

緊急交通路 緊急輸送路の
有効幅員確保と整備推進

災害拠点病院までのアクセ
ス時間の短縮

災害拠点病院まで30分圏
の拡大

161.7k㎡
（25.5％）

240.7k㎡
（37.9％）

環境にやさ 環境保全 二酸化炭素排出量の削減 渋滞緩和・旅行速度向上等 2,744 2,556 ○将来的に自動車分担率が増

25

しい交通の
実現

を支援す
る交通環
境づくり

による排出量の削減 ｔ‐CO2/日 ｔ‐CO2/日 加するとの予測結果の中で過
度に自動車へ依存しない交通
体系の構築が必要。

⇒公共交通施策やＴＤＭ施策等
と連携した対応が必要

自動車依存度の緩和 自動車分担率の増加抑制又は
自動車走行台キロの削減

分担率：52％
台キロ：4,895千

分担率：57％
台キロ：4,455千



1) 都市計画道路の整備状況等

⑤見直しにおける幹線道路ネットワークの評価

■幹線道路ネットワーク案における整備効果の検証
1) 都市計画道路の整備状況等

⇒抽出した課題へ対応するために、周辺の都市計画道路の整備を通じて課題解消を図っていくことが必要

26



2)未整備都市計画道路による対応

⇒都市計画道路の見直しによる選択と集中による事業推進と効率的・効果的な道路整備が求められる
⇒今後は、混雑等が残る区間周辺における都市計画道路の未整備区間については、効果的な事業区間を

＜未整備都市計画道路と主な課題に対する対応方針（案）＞

検証し、効率的な整備等の対応が必要 ○酒匂川渡河断面（足柄大橋）において混雑度が高く、拠点間（南足柄
～大井）の所要時間に影響。また、高速道路アクセス路線が限定され、
ICアクセス圏域が狭まる要因ともなっている。

⇒広域交流・地域内連携を促進するための道路整備が必要

交流 活力を促進する ○インターチェンジアクセス時間の短縮

○幅員が狭い現道に多数の
大型車が流 安全性

【効果的と想定される路線】金子開成和田河原線の整備 等

交流・活力を促進する
交通の実現

○インタ チェンジアクセス時間の短縮

○主要断面の混雑緩和、都市圏混雑度の低減

大型車が流入し、安全性の
確保が課題
（県道中井羽根尾線等）
⇒安全・安心な交通の実現
に向けて、道路整備等に
よる対応が必要

金子開成和田河原線

酒匂永塚線
よる対応が必要

【効果的と想定される路線】小田原中井線の整備 等

安全・安心な
交通の実現

○市街地内の自転車通行可能区間
及び市街地内の歩道設置密度の向上

小田原中井線

城山多古線

小田原山北線

栄 幡線

穴部国府津線

○酒匂川渡河断面や酒匂川から大井町方面の国道255号を
中心に、混雑度が高く、拠点間（小田原～大井等）の所要時間に影響
⇒混雑度が高く、かつ代替する幹線路線がないことから、課題へ
対応した道路整備が必要

交流・活力を促進する
交通の実現

○拠点間所要時間の短縮

○主要断面の混雑緩和 都市圏混雑度の低減

東町久野線

栄町小八幡線

○小田原中心部の国道255号や小田原山北線等の複数の路線において混雑度が高く、拠点間（小田原～大井、
南足柄等）の所要時間に影響

【効果的と想定される路線】
小田原市内都市計画道路整備（例：酒匂永塚線、栄町小八幡線 等）

交通の実現 ○主要断面の混雑緩和、都市圏混雑度の低減

⇒広域交流・地域内連携を促進するための道路整備が必要

【効果的と想定される路線】
小田原市内都市計画道路整備（例：穴部国府津線、城山多古線、小田原山北線、東町久野線 等） 27

交流・活力を促進する交通の実現 ○拠点間所要時間の短縮 ○主要断面の混雑緩和、都市圏混雑度の低減



３)その他の課題とその対応方針等

○箱根湯本駅周辺における局所的な道路混雑

○県西部地域全域的課題
・将来の自動車分担率は現況よりも高まると予測

（現況（Ｈ20）52％⇒将来（Ｈ42）57％）
○箱根湯本駅周辺における局所的な道路混雑

・箱根湯本駅前の国道１号は混雑度が1.5以上
・局所的に荷捌き車両や観光客による路上駐車等

による道路混雑が発生
・また平日よりも休日のほうが交通量が多い
⇒まちづくりと連携した駐車対策の実施

⇒環境にやさしい交通の実現に向けては、
モビリティ・マネジメント等の実施により、
過度な自動車利用の抑制を図っていくことが
必要（※P24参照）

東京
横浜

東名高速道路

新東名高速道路

国道246号 山北駅 （仮）

甲府
丹沢湖

津久井
相模湖

（仮）秦野IC

秦野大井線バイパス

松田・新松田駅

【追加】（仮）山北スマートＩＣ

（仮）秦野スマートIC

⇒箱根新道やﾀｰﾝﾊﾟｲｸ等の同一方向へ向かう
路線については混雑度が低いため、他の路線
への経路変更等のソフト施策の検討 等
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酒
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国道246号

大雄山駅
周辺

開成駅
周辺

山北駅
周辺

大井町
役場周辺 中井町

役場周辺
御殿場

秦野駅周辺
（仮）
渋沢IC

（仮）
渋沢中井線

（仮）酒匂
縦貫道路

(仮)酒匂右岸幹線

和 河原開成大井線

（仮）湘南丘陵幹線

松田・新松田駅
周辺

【追加】南箱道路

大井松田
ＩＣ

秦野中井ＩＣ

東京

匂
川

小田原厚木道路箱
根

・芦
ノ

湖
ｽ

ｶ
ｲ
ﾗ
ｲ
ﾝ

（仮）小田原環状道路
国

道
138号

国
道
２
５
５
号

箱根湯本駅
周辺

宮ノ下
元箱根

仙石原

小田原駅
周辺

　　縦貫道路
和田河原開成大井線

(仮)山北開成小田原線
平塚松田線比奈窪
バイパス

二宮
ＩＣ小田原

東ＩＣ

沼田成田線

小田原山北線

小田原中井線

静岡
沼津

東京
横浜

西湘バイパス

湯
河

原ﾊﾟ-ｸｳｪｲ

箱根ﾀｰﾝﾊﾟｲｸ

箱根新道

国
道

１
３
５
号

小田原
箱根道路

【区間追加】
西湘バイパスの延伸 等

●その他のプロジェクト

西湘二宮
ＩＣ

橘ＩＣ国府津ＩＣ小田原ＩＣ 酒匂ＩＣ

○小田原市中心部等に残る局所的な道路混雑
・小田原市中心部をはじめ一部路線では混雑度

真
鶴
道
路

熱
海
ビ
ー
チ
ラ

湯河原駅
周辺

伊豆
下田

●その他のプロジェクト
・リダンダンシー確保に資する道路の整備　　　
　（緊急交通路線・緊急輸送路線の整備）
・渋滞交差点の改良
・信号制御の高度化
・事故危険箇所の解消
・混雑緩和・速度向上による環境負荷の低減
・自然環境や生態系に配慮した計画づくりと　　
　事業実施

真鶴駅
周辺

・小田原市中心部をはじめ 部路線では混雑度
が1.5を上回るところもみられる

・公共交通の利便性が比較的高いところを目的地
とした流動が多い

⇒公共交通への転換促進やモビリティ・マネ
ジメント等の実施による過度な自動車利用の
抑制（※ 参照）

伊豆
下田

ラ
イ
ン
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抑制（※P24参照）



（２）今回提案の幹線道路ネットワーク（案）

■ 幹線道路ネットワーク計画 甲府
津久井
相模湖

① 幹線道路ネットワークの考え方
・県西部地域には、東名高速道路や西湘バイパス、小田原
厚木道路などの東西方向の自動車専用道路が配置され
ている また 富士箱根伊豆広域交流圏の形成や 連携

■ 幹線道路ネットワ ク計画

御殿場

東京
横浜

東名高速道路

新東名高速道路

厚木秦野道路
国道246号

開成駅
周辺

山北駅
周辺

秦野駅周辺
（仮）
渋沢IC

丹沢湖
相模湖

（仮）秦野IC

（仮）

(仮)酒匂右岸幹線

（仮）湘南丘陵幹線

秦野大井線バイパス

松田・新松田駅
周辺

【追加】（仮）山北スマートＩＣ

大井松田

（仮）秦野スマートIC

秦野中井ＩＣ

ている。また、富士箱根伊豆広域交流圏の形成や、連携
軸の形成に資するため、既往の自動車専用道路ネット
ワークに連絡するネットワーク形成やインターチェンジアク
セス道路の整備を推進する。

・幹線道路網は、小田原駅を中心とした放射環状型の道路
網 足柄平野南北方向の酒匂連携軸の形成に資するラ

平塚

酒
匂
川

小田原厚木道路箱
根ｽ
ｶ

（仮）小田原環状道路
国

道

国
道
２
５
５
号

大雄山駅
周辺

大井町
役場周辺 中井町

役場周辺
御殿場

仙石原

（仮）
渋沢中井線

（仮）酒匂
　　縦貫道路

和田河原開成大井線

（仮）湘南丘陵幹線

(仮)山北開成小田原線
平塚松田線比奈窪
バイパス

【追加】南箱道路

大井松田
ＩＣ

二宮

沼田成田線

小田原山北線

網、足柄平野南北方向の酒匂連携軸の形成に資するラ
ダー型の道路網、広域拠点、地域拠点の位置づけを明確
にし、各拠点間を連絡する道路網の３つにより形成する。

・また、拠点間を複数の路線で結ぶなど、リダンダンシーを
確保する。

静岡
沼津

東京
横浜

西湘バイパス

湯
河

原ﾊﾟ-ｸｳｪｲ

箱根ﾀｰﾝﾊﾟｲｸ

箱根新道

根
・
芦

ノ
湖

ｶ
ｲ
ﾗ
ｲ
ﾝ

国
道

138号 箱根湯本駅
周辺

宮ノ下
元箱根

国
道

１
３
５
号

小田原駅
周辺

小田原
箱根道路

【区間追加】
西湘バイパスの延伸 等

西湘二宮
ＩＣ

橘ＩＣ国府津ＩＣ小田原ＩＣ 酒匂ＩＣ

二宮
ＩＣ小田原

東ＩＣ
小田原中井線

・さらに、環境にやさしく、便利で身近な交通手段である自
転車利用を推進するため、幹線道路を活用した自転車
ネットワークを形成する。

② 幹線道路ネットワークの基本方針

真
鶴
道
路

熱
海
ビ
ー
チ
ラ
イ

湯河原駅
周辺

伊豆
下田

西湘バイパスの延伸 等
●その他のプロジェクト
・リダンダンシー確保に資する道路の整備　　　
　（緊急交通路線・緊急輸送路線の整備）
・渋滞交差点の改良
・信号制御の高度化
・事故危険箇所の解消
・混雑緩和・速度向上による環境負荷の低減
・自然環境や生態系に配慮した計画づくりと　　
　事業実施

真鶴駅
周辺

② 幹線道路ネットワークの基本方針
・広域交流・地域内連携を支援する道路やインターチェンジ
アクセス道路の整備推進

・県西部地域の骨格を形成する、放射環状型・ラダー型・拠
点間連絡型の道路網整備の推進

伊豆
下田

　幹線道路

市街地・
観光拠点

幹線道路網

イ
ン

　主要幹線道路

　　　　〃　　　　（構想※）

　高速自動車国道・
　その他の有料道路
　（H25時点供用済）

高速自動車国道・

広域拠点

・防災ネットワーク形成の推進
・ボトルネック対策の推進（渋滞交差点の改良）
・交通事故を削減する道路整備・道路改良の推進

主要幹線道路：広域交流圏、連携軸を形成する道路等で、かながわ交通計画における一般幹線道路と整合
幹線道路：県西地域の骨格を形成する道路等で、主要幹線道路を補完する道路
構想：現道が無い、または幅員が狭小で現道はあるものの、都市計画決定されていない道路であるが、既往計画等で整備
が検討されている道路

※赤字・赤線は今回追加した路線等

　　　　〃　　　　（構想※）

　高速自動車国道
　その他の有料道路
　（H25時点未供用）

地域拠点
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幹線道路ネットワーク概念図

※その他、駐車場対策や公共交通利用促進方策、モビリティ・マネジメント施策等を他の計画に位置づけ



■ 自転車ネットワーク計画

・基本的には、前回交通マスタープラン及び別途実施さ
れ る「小田原市自転車ネ ト ク検討 の結果を

ＪＲ御殿場線

新松田駅周辺整備計画の推進山北駅
周辺

① 自転車ネットワークの考え方

れている「小田原市自転車ネットワーク検討」の結果を
踏まえるものとする。

小
和田河原駅

相
模
金

開成駅
周辺

大雄
山駅
周辺

松田駅・
新松田駅

周辺

大井

中井
町役場
周辺

① 考
・自転車系ネットワークは、酒匂川に沿った南北方向のサイクリング
ロードを軸に、これを横断する方向の幹線道路を介して、鉄道駅等
を結ぶネットワークにより構成する。河川沿いのサイクリングロード
はレクリエーションの軸としても機能し、日常の自転車交通処理の
一部も担う

ＪＲ東海道線

大
雄

山
線

小
田
急
線

酒
匂
川

国府
津駅

強羅駅

子
駅

鴨宮駅

狩 

川

小田原駅
周辺

箱根
湯本駅
周辺

大井
町役場
周辺

部も担う。
・特に小田原市においては、自転車需要、事故課題が多いことから、

それらを踏まえて幹線道路と補助幹線道路を含む自転車ネットワー
ク路線を選定し、連続性のある自転車ネットワーク整備に取り組む。

・小田原市内においても、特に自転車需要と事故が多い小田原駅、
鴨宮駅などの周辺では 商業利用の自転車交通 観光利用の自転

箱根登山鉄道

東
海

道
新

幹
線

●その他のプロジェクト
 ・歩行者等支援情報通信システム　　　　
　（PICS）の導入検討
・道路整備や施設整備にあわせた

鴨宮駅周辺あんしん歩行エリア整備小田原駅周辺バリアフリーに配慮し
た整備

周辺

真鶴駅
周辺

鴨宮駅などの周辺では、商業利用の自転車交通、観光利用の自転
車交通の利便性向上を目的とし、より密度の高い面的ネットワーク
の構築を将来的に目指す。

・歩行者系ネットワークは、小田原駅や松田・新松田駅周辺などの
主要駅周辺において、駅に接続する幹線道路を軸としたネットワー

道路整備や施設整備にあわせた　　　　
　バリアフリー化の推進
 ・手段転換を促進する交通環境整備
 ・道路整備や施設整備にあわせた　　　　
　歩車分離の推進
 ・事故危険個所の解消

自転車歩行者ネットワーク

湯河原駅

クを構成する。また、安全で歩きやすい歩行者空間の整備を行う。

② 自転車ネットワーク計画基本方針

酒匂川・狩川に沿った広域的なサイクリングロード
整備の推進

河川沿い自転車空間と駅や拠点を連絡する幹線道路網整備とあわせた自転車
ネットワーク整備の推進
駅や拠点を連絡する幹線道路網整備とあわ せた歩行者ネットワークの整備の
推進

主要な鉄道駅周辺における歩行者ネットワークの整備

・基本計画である自転車ネットワーク計画等の策定及び整備推進
※自転車ネットワークの整備形態は、「安全で快適な自転車利用環

境創出ガイドライン」に則り、自転車通行空間を車道部に整備する
ことを原則とする

・幹線道路を活用した自転車ネットワークの構築

鉄 道 網

鉄道

新幹線

主な鉄道駅

 3万人～10万人

 5千人～3万人

 5千人未満

10万人以上

日平均乗降客数

地域拠点

広域拠点
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幹線道路を活用した自転車ネットワ クの構築
※自転車ネットワークについては、小田原市を中心に別途検討する

調査結果を踏まえるものとする
・河川沿いを活用した自転車道整備の推進
・交通事故を削減する部分改良、道路整備の推進 市町間自転車ネットワーク概念図

注）赤字は新規記述、新規施策



（３） その他関連する分野別基本方針
１）まちづくり交通計画
各市町の都市マスタ プランや中心市街地活性化・各市町の都市マスタープランや中心市街地活性化
基本計画等の上位計画を踏まえ、低炭素なまちづ
くりや集約型都市構造を実現するため、中心市街
地における歩いて暮らせるまちづくりを推進する。

幹 線 道 路

学校

① まちづくり交通計画の考え方
・中心市街地には、鉄道駅や公共施設、商業施設などが立地し、

人や物が集中する構造となっている。自動車や自転車を受け
入れる駐車場や駐輪場について、需要を勘案した計画策定及び
整備を推進する

鉄
道
駅

河
川
沿
い
の
自
転
車
道

幹 線 道 路

公 園

文化会館・
図書館等

福祉施設
・ 病院等

主要な鉄
道駅周辺

計
画
的
な

駐
車
場
整
備

計画的な
駐車場整備

計画的な
駐車場
整備

計画的な
駐輪場
整備

計画的な

整備を推進する。
・歩いて暮らせるまちづくりを推進するため、歩行者ネットワーク計

画等を基本に、歩行者や自転車が安心して移動できる空間整備
を推進する。

・特に、中心市街地においては、まちづくりと一体となった交通施

鉄道駅から
500ｍ～1,000mの範囲

学校

骨格となる自転車ネットワーク・
歩行者ネットワーク

主要な鉄道駅周辺

駅や拠点を連絡する自転車ネットワーク・歩行者ネットワーク
　・主要な鉄道駅からおおむね500m～1,000mにある主要施設間
　・骨格となる自転車ネットワーク・歩行者ネットワーク沿道に位置する主要施設周辺

※主要施設：学校、図書館、文化会館、福祉施設、病院、公園、市役所・町役場等

計画的な
駐輪場
整備

策展開を推進する。
・住民・事業主・地権者等が複雑に絡む地域においては、その状

況に応じ、『モビリティデザイン』の概念に適用したまちづくり交
通計画を展開している事例もある。

② づ 検 針
まちづくり交通計画概念図

鉄道

その他の道路

※主要施設：学校、図書館、文化会館、福祉施設、病院、公園、市役所 町役場等

自転車利用ルートイメージ

歩行者利用ルートイメージ

② まちづくり交通計画検討方針

【駐車場・駐輪場計画基本方針】
・「駐車場整備計画」等に基づく計画的な駐車場整備、既存駐車場

の有効活用
「自転車等の駐車対策に関する総合計画」等に基づく計画的な駐・「自転車等の駐車対策に関する総合計画」等に基づく計画的な駐
輪場整備、既存駐輪場の有効活用

【歩行者系計画基本方針】
・基本計画である歩行者ネットワーク計画等の策定及び整備推進
・バリアフリーに配慮した歩行者空間の整備推進
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バリアフリ に配慮した歩行者空間の整備推進
・交通事故を削減する道路整備・道路改良の推進

【自転車系計画基本方針】
・基本計画である自転車ネットワーク計画等の策定及び整備推進
・駅前レンタサイクルの活用促進

モビリティデザインの概念図
出典）2009年土木計画学研究発表会（横浜国立大学 中村、岡村他）



２）交通需要マネジメント

・基本的には、前回交通マスタープランを踏まえ、
安全・安心な交通環境づくり、過度な自動車利用 東名高速道路丹沢湖へ 東名山北バス停

新東名高速道路

（仮）山北スマートＩＣ

① 交通需要マネジメントの考え方

県西部地域において 広域交流や地域内連携促進 また

安 安 な交通環境 くり、過度な自動車利用
の緩和の側面からＴＤＭ施策等を推進する。

ＪＲ御殿場線

最乗寺

御殿場

新宿
町田

大雄山駅

秦野駅
周辺

松田駅・
新松田駅

周辺

山北駅
周辺

中井町役場

・県西部地域において、広域交流や地域内連携促進、また、
安全で安心な交通環境を実現するためには、交通施設整備
や適正な施設運用が必要であり、道路ネットワーク、公共交
通、まちづくり交通施策のそれぞれの分野での計画を推進
する必要がある。しかしながら、需給のアンバランスなどによ 箱根登山鉄道

大
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山
線

小
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急
線

東海道新幹線

酒 
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川

フラワー
ガーデン

最乗寺

仙石原

東京
横浜

市立
病院

ダイナ
シティ

大雄山駅
周辺

和田河原駅

開成駅
周辺 相

模
金
子
駅

中井町役場
周辺

大井町役場
周辺

り、即効性のある短期的な対応が必要な交通問題も存在し
ている。このため、供給側の対応である施設整備と併せて、
継続的な交通需要マネジメントによる調整が重要となる。

・下郡３町に集中する観光需要に対して、観光地アクセスおよ
び観光地内回遊交通への対応として 観光交通需要マネジ

ＪＲ東海道線

●その他のプロジェクト
・情報提供による自動車交通ルート分散・道路有効利用の
 検討
・有料道路の料金弾力化による利用促進策の検討

元箱根

東京
横浜

真鶴駅

箱根
湯本駅
周辺

二宮駅
周辺

国府
津駅

小田原駅
周辺

宮ノ下駅
強羅駅 鴨宮駅

び観光地内回遊交通への対応として、観光交通需要マネジ
メントを検討・実施する。

・鉄道利便性の高い地域特性を活かし、小田原市等の通勤交
通を対象としたモビリティマネジメントを検討・実施する。

・郊外立地の大規模商業施設に集中する買い物交通を対象と
して 交通需要マネジメント施策を検討 実施する

有料道路の料金弾力化による利用促進策の検討
・交通需要マネジメントの検討および実施による交通手段
  転換の促進
☆行政・企業・学校におけるモビリティマネジメントの導入
☆高齢運転者への公共交通利用推進の支援強化と交通
　  安全教育の推進

沼津
静岡

伊豆
下田

真鶴駅
周辺

湯河原駅
周辺

して、交通需要マネジメント施策を検討・実施する。
・自動車専用道路の利用促進策を検討し、社会実験等の実施
にあたってはその支援を行う。

・高齢運転者には公共交通利用促進の支援を強化し、自動車
利用者には交通安全教育を推進していく。

下田

観光地アクセスおよび観光地内回遊の
自動車交通を削減する観光地パークア
ンドライド等の検討

観光交通を対象としたＴＤＭ方策の検討 鉄 道 網

鉄道

新幹線

バス路線網
鉄道を補完し、駅へ
アクセスするバス路
線

ターミナル駅等から
拠点津へアクセスす
るバス路線

② 交通需要マネジメントの基本方針

・交通需要マネジメントの検討（観光、通勤、買い物等）
・行政・企業・学校におけるモビリティマネジメントの導入検討

通勤の自動車交通を削減するパークア
ンドライド等の検討
業務地公共交通アクセシビリティ向上策
等の検討

通勤交通を対象としたＴＤＭ方策の検討

郊外の商業施設に集中する自動車交

商業交通を対象としたＴＤＭ方策の検討

主な鉄道駅

 3万人～10万人

 5千人～3万人

 5千人未満

10万人以上

日平均乗降客数

る ス路線

東名山北バス停

市街地・観光拠点

広域拠点
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行政 企業 学校 おける リティ ネジ ン 導入検討
・自動車専用道路の利用促進策の検討・支援
・高齢運転者への公共交通利用促進の支援強化と交通安全
教育の推進 交通需要マネジメントの概念図

注）赤字は新規記述、新規施策

通を削減するための事業者との連携方
策の検討 （共同バス運行、フリンジパー
キング等）

地域拠点

広域拠点


